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発刊にあたって 

 

 

2026 年 2 月 5 日（木）に開催された第 29 回福岡県合同輸血療法委員会の報告書を発刊する運びとなりまし

た。 

福岡県ではこれまでの 30 年近くに渡る活動を通じて、安全な輸血、血液製剤の適正使用に対する意識が根付いて

います。しかし少子高齢化が進む日本では輸血用血液の需要は増加する一方、献血可能人口は減少傾向にあります。

特に若年層の献血離れは深刻であり、安定供給体制の維持は決して容易ではありません。需要と供給のアンバランス

はもはや血液製剤の適正使用推進だけで解決できる問題ではなくなってきています。そこで今回の福岡県合同輸血療

法委員会は、輸血医療の入口である献血について皆様に改めて考えていただくことを主題に内容を構成しました。 

第一部では「献血から血液製剤供給まで」をテーマに、福岡県赤十字血液センター職員の方に献血および血液製剤

供給の現状をお話しいただきました。また献血に積極的に取り組んで下さっている若い方々の代表として福岡学生献血

推進協議会会長の馬場涼帆氏にその取り組みについてご講演いただきました。 

第二部では例年通り輸血医療に関する総合的調査（アンケート）の集計結果を報告しました。今年も多くの医療

機関にご協力いただき精度の高い調査結果を得ることができました。お忙しい中アンケートにご回答いただいた医療機関

の皆様に心より御礼申し上げます。この資料を各施設における輸血医療の振り返り、改善に是非お役立て下さい。 

第三部の特別講演では読売新聞社東京本社中部支社長の池辺英俊氏をお招きし、ご自身の闘病・輸血体験、

輸血医療への思いを献血への提言も交えてご講演いただきました。私たちが取り扱っている血液製剤は単なる「モノ」で

はなく、患者さんの命、そして希望をつなぐかけがえのないものであるということ、安全・安心な輸血医療を実践するために

私たちに課せられた役割は非常に重く大きいということを再認識する貴重な機会になったのではないかと思います。 

 医療現場を支える血液製剤は、人工的に造ることができず、善意の献血によってのみ支えられています。本報告書を

通じて輸血医療に携わる一人一人が福岡県の現状を共有し、献血の意義、そして輸血医療全体を見直していただけ

ればと思います。 

最後になりましたが、今後とも福岡県合同輸血療法委員会活動へのご理解・ご協力の程、何卒宜しくお願い申し上

げます。 

 

 

 

2026 年 4 月 

 

 

 

福岡県合同輸血療法委員会を代表して 

     社会医療法人雪の聖母会聖マリア病院 輸血科診療部長 大﨑 浩一 
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